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巻頭挨拶
NPO 法人日本政策フロンティア 理事長
小田全宏

　２００７年を迎えてから２ヶ月がすぎましたが、今年
も昨年同様どうぞよろしくお願い申し上げます。
　今年の暖冬には誰もが、私たちの地球がおかしくなっ
ているのではと感じています。今、アメリカ大統領候補
だったアル・ゴアのドキュメント映画「不都合な真実」
が上映されています。ゴアが７年前の大統領選挙で、現
ブッシュ大統領と激戦を繰り広げたことは、皆さんもよ
くご存知でしょう。もしあの時、ゴアが勝っていたら、
世界は違った方向になっていたかもしれないとよく言わ
れますが、反面、ゴアが表舞台から遠ざかっていたため
に、この７年間地球環境問題に懸命に取り組ことができ
たとも考えられます。どちらにしても、この映画の出現
が人類の生存可能のターニングポイントにしなくてはな
らない、それが、私達地球市民の義務だと強く感じてい
ます。
　この映画の内容はＮＰＯ法人ネットワーク「地球村」
の高木善之さん（ＪＰＦアドバイザー）が、１０年以上
の前から、講演活動で全国の人々に語り続けてきたこと
です。高木さんの長年の訴えが、「不都合の真実」の出
現によって、よりメジャーなものになることは喜ばしい
のですが、高木さんの予測が、いよいよ現実のものにな
りつつあることには恐怖を感じます。
　また、今後、中国やインドがどれだけ経済発展をして
くるのかということも、今後の地球環境問題の大きな課
題です。彼らの全てがエアコンを使いだしたら、どうな
るのだろうかとよく言われます。しかし自分達のエネル
ギー生活を確保したいために、途上国の発展は困るとい
う考え方もエゴです。世界中の人々が豊かに暮らしても
それを支える地球が人類の生存を可能にしてくれるシス
テム作りに先進国が取り組み啓蒙していかなくてはなり
ません。しかし,最近この地球環境問題を自分自身の問題
として捉え、小さいことからでも実践し始めた人達が私
の周りでも増えてきました。ピンチはチャンスです。こ
の異常気象が私達一人一人の覚醒に繋がることになるこ
とを切望します。そのためにＪＰＦも、お役に立ちたい
と思っております。
　２月１５日の富士山世界遺産シンポジウムも、予想を
超える多くの方々にご参加頂き、素晴らしい大会になり
ましたことを心より感謝申し上げます。美しい富士山を
愛でる気持ちが、人々の心と自然の調和を再考する機会
に繋がることを確信しております。

                       ＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　３月、４月は、卒業と出発の時期です。居場所は変わ
らなくても、古い自分を卒業して、新しい心で再スター
トするのにふさわしい季節です。一人一人が心の中で、
新しい春を迎えられることを願っております。

『地球環境と
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